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スジエビの水槽孵化・成長・形態記録 

Water Tank Hatch  of  Shrimp  Palaemon 

Paucidens ,  Growth  and  form Record  

               岩崎行伸* 

Ⅰ）目的：スジエビ，Ｐａiaemon ｐａｕｃidens は、静岡県下の湖・河川・

湿地・池等に広く棲息している。本種の抱卵数・卵径組成や卵径による成熟

型や水槽内孵化発生と孵化後の形態的変化等の知見は乏しい。これらに関し

ての知見を得ることを目的とする。 

Ⅱ）試料と方法：麻機湿地（静岡葵）の 10 12 月（図Ｂ）及び１～

３月（池）において、採取したスジエビ（長蝦科、図Ａ）、自然界の体長組成、

ここでの体長はすべて額角より測定した。 

抱卵エビの飼育記録・体長組成や体長と体重関係を求めた抱卵総数のカウ

ントは、4～5 月（図Ｃ）、（麻機湿地/静岡及び有度坂池/清水）で放卵スジエ

ビを採取後・活魚水槽に収容し、その一部を標本試料として 12 個体の卵塊

をアルコ-ル浸漬固定した。卵径測定は実体顕微鏡（μメ-タ付き）で計測し、

卵径頻度分布を求めた。・抱卵スジエビの水槽内孵化試験は、額角体長 47～

61ｍｍ，体重 1.2～2.4g を採取し、抱卵エビを隔離飼育（虫籠）し、その

うち１尾、２０日後の 4 月 27 日に孵化発生後（体長 4～５ｍｍ） の幼生期

の形態的変化に関して観察した。この間の餌料は市販小粒ぺレットを与えた。

水温は毎日測定し、淡水は５日に１回２５％交換した。 

Ⅲ）結果及び考察： 

１）体長組成：体長♀♂を含むモ-ド体長群は、10 ～12 月期（図Ｂ）

と、4～5 月期・６～７月期（図Ｃ）の体長 35～ 66ｍｍの範囲の中のもの

を正規分布曲線あてはめて分解すると、体長 40ｍｍ（Ａ群）、48ｍｍ（Ｂ群）、

54ｍｍ（Ｃ群）、58ｍｍ（Ｄ群）の四つのモ-ド体長群が推定された。この

体長群は、１～３月期に比べてＡ群の各モ-ドには殆ど変化を見ないが、Ｂ・ 



 



 

Ｃ・Ｄ群のモ-ドには其々２ｍｍ程度の季節移行として成長が認められた。 

体長（ＢＬ）と体重（ＢＷ）の関係式はエビの脱皮前後において異なるが、

相対成長式を♀♂合わせて求めると、♀♂ｙ＝0.0５３ｘ２．３６０４ の関係が考

えられる（図Ｄ）。 

２）抱卵数と体長及び体重関係：体長（mm）と抱卵総数の

関係は、ｙ＝10.602x-364.6(ｒ２＝0.708、体重（ｇ）と抱卵総数の関係

は、ｙ＝96.516x+44.78(ｒ２＝0.759 の関係が考えられる。 

 ４月７日（2004）以後、自然界から抱卵スジエビ（額角体長 47～６１ｍｍ、

体重 1.2 ～2.4ｇ）を採取し、抱卵エビ３尾を隔離飼育（虫籠）したところ。

１尾が青い卵から黄色に変色し、収容から２０日後（４月２７日）には放卵・

孵化・発生した。１日目の体長は 4～5ｍｍであった。 

 孵化発生後、スジエビの形態的変化の観察結果は図Ｇに示す通り明らかにし

た。エビ類は交尾後に抱卵し、その数は 50～300 個、抱卵することが知ら

れているが、今回の１尾あたりの卵数の最少 100 個、最多 320 個、平均２

８０個であった。この結果は従来の知見と一致した。 

体長や体重の大型では、スジエビの抱卵総数と体長及び体重との関係式は図

Ｅと図Ｆより明らかとなった。体長（ｘ）と抱卵数（ｙ）の間にはｙ＝

11.144x388.  ｒ＝＝0.900＜o.oo1),体重（ｘ）と抱卵数の間にはｙ＝

98.14x+46.79，ｒ＝０.907 (Ｐ＜0.001)となった。このことから、   

抱卵数と体長及び体重との間には直線回帰式が明らかとなった。この結果は

既往の知見と比べて略一致した。卵径はほぼ真球で、径 1.5mm 以下の卵で

は透明、これを超す卵では成熟し黄色を帯び、卵粒の色合いの割合で熟卵（型） 

が推測される。 

 ３）卵径組成の頻度分布：卵径頻度分布より、卵の成熟過程を四

段階として図Ⅰ.に示される。すなわち、Ⅰ型の卵径は平均 0.9mmSD=0.093), 

Ⅱ型は平均 1.2mm(SD=0.066Ⅲ型は平均 1.4mm(SD=0.087)、Ⅳ型は放

卵・孵化直前の卵径であり、平均 1.6mm(SD=0.118)であった。抱卵最小体長

は 47mm、最大体長は 62mm であった。 

４）孵化発生の記録：孵化発生後の生長過程（１日当たり最小-平均-

最大）については賀角体長と孵化後の日数との関係は，ｙ＝0.002x２

+0.547x+3.43・で表わされる（図Ｇ）。 

 



 

抱卵期間 20 ～30 日後、放卵・孵化することが知られているが、今回結果と 

略一を見たことになる。４月２１日には２尾の抱卵エビを採取し、飼育水槽

（24x20x18ｃｍ、自然界の海水 20％）、の隔離籠に収容した。日毎に透明

卵から黄色化の割合が増す。２６日の夜間にはＡ個体の抱卵、２７日には孵化

発生を確認し、活発なゾエア期（幼性）の遊泳行動を観察した幼性・親エビの

夜間の行動には光線を照射すると両車とも走向性・密集・正の趨向性が強いこ

とが分かった。５月１日朝には別個体が抱卵、１５時頃から孵化発生が始まっ



た（水温１８℃）。１尾目の孵化数は推定約２８０尾、１～５日目まで生存き確

認するが、以後斃死した。親エビは放卵・脱皮後５日目で死。２尾目の孵化数

は約２４０尾、７日目まで生存・観察後すべて斃死した。 

５）ゾエア・幼生の形態観察：孵化・ゾエア期の形態的変化を観

察記録した（図Ｇ）。親エビは放卵後８日目に脱皮し、これを摂食したが、１６

日目には死。５月１３日から抱卵エビ収容した３尾目の放卵・孵化発生は５月

２３日、そして４日後脱皮後死。幼生数は２５０～２６０尾推定される。この

水槽には淡水産クロレラの培養水で試みた。５月１７日には４尾目の抱卵は５

月２６日、通常の純滞水飼育水槽で孵化（推定２３９～２４９尾）、７日目には

ゾエア期の遊泳行動を観察できない。 

６）孵化後の水槽水温変化：孵化後の斃死の主な要因は初期餌料

の配合餌料の不適切・与え方と水質悪化 

、１，２尾目は孵化後の水温低下（16～１7℃）、孵化数の分離が考えられる。 

放卵後の親エビの死はいずれも寿命と考えられる。３尾目の孵化後の幼生の生

長には初期餌料として淡水産クロレラ+藻類の飼育水（20%,麻機湿地水）が、

１０日目の危険期を脱した。発生後３０日目（６月２１日、水槽内の稚仔数は

生残率２０％当たる、５３尾を確認した（最少 16mm,,最大 22mm）.. 額角２

０mm 以上の３０尾を自然界に放流した。残りは８０日目 34mm となった（図

H）。20mm を超すサイズになると、自然界（池）で採集されたことから、放

流サイズとして考えられる。抱卵エビ収容日（４月１４日から 8 月１１日間）

から飼育水温は 15～27℃であった（図Ｊ）。 

７）スジエビの成長記録：孵化発生後の体長伸長と飼育日数の関係

は、図 H に示す。平均体長（標準偏差）は、１日目 4.5(0.52)mm, 5 日目 6.5(0.52)mm, 

10 日目 8.1（1.66）mm, 20 日目 12.5(2.23)mm, 30 日目 18.1(2.13)mm, ４０日目

22.6(3.14)mm, ５０日目26.1(4.13)mm, 60日目29.0(4.16)mm, 70日目32.0(4.54)mm, 

80 日目 33.9(4.97)mm 等の水槽内成長記録を得た。この間、平均体長（ｙ）と孵化後

の日数（x）の関係を多項式近似で求めると、ｙ＝0.222x2+0.547x+3.43 各日におけ

る最大及び最小の成長幅は同時発生でありながら体長伸長に伴い個体差である、

標準偏差が順次大きい値となっている。平均体長40mm(成熟最小形)を超える日数

は餌与量によるが、先の多項式より推測すると孵化発生から略１２０日目前後が考え

られる。この体長の成長速度を、自然界の同時期採集物に比較すると大きな差異を

認めない（海鳴３号、2004）。 
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